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～コロナウイルス感染症に対する知識と知恵～ 

【はじめに】 

 コロナウイルス感染症（以後「コロナ」で省略）は、日本だけでなく世界中で猛威にな

っています。その中で、私はリベラルアーツ（一般教養）として、まず予防である手洗い

やうがい、手の消毒や十分な栄養の補給や睡眠をお願いしました。 

 これからは、基礎疾患がある方（若年者も含む）や加齢による重症化のリスクがある方

は、自分自身の体については、体質などが人それぞれなので、より健康な体になるよう生

活環境を構築していただきたいと思います。 

 

【生物学・化学の必要性】 

 

 私自身も基礎疾患を

もっています。４年前

に心臓を患い、免疫力

がなく、自律神経がう

まく働かず、睡眠が浅

く、睡眠不足に悩まさ

れています。そこか

ら、病気一つもしたこ

とがない私が、自分の

体のことについて考え

ることになりました。

今までは、病院から処

方される薬を、何も考

えずに飲んでいました

が、その薬の効能や歴

史、副作用を調べるよ

うになりました。 

 大学で「医療におけ

る人権とインフォーム

ドコンセント」という

講義を受けたことがあ



ります。それを思い出し「自分のことは自分で守る」という能動的な行動につながりまし

た。 

 左下図（ＣＯＶＩＤ―１９に対する抗ウイルス薬として候補に挙がっている主な薬剤）

をご覧ください。１番上（１行目）が項目になります。２行目が日本で承認された薬剤

（レムデシビル）になります。 

 この図で注目して欲しいのは４列目の薬効と５列目の対象疾患です。私も薬効であるス

テロイドや抗ウイルス薬、また対象疾患であるエボラ出血熱や重症感染症など、聞いたこ

とはありますが、説明はできません。 

 ここでは、一つ一つの意味を説明しませんが、人から聞いたことを鵜呑みにすること

や、人任せにすることの恐ろしさを感じます。 

 まず、コロナに対する諸外国の対応と、日本の対応は違います。なぜ違うのか？また、

日本においても、国の指針と地方自治体の指針は完全には一致していません。なぜ一致し

ていないのか？都道府県でも、人口や感染者の数で対応が違います。 

 この分野に関しては財政学なのか政治学なのか、それとも日本国憲法第８章にある「地

方自治：第９２条～９５条」なのかは分かりません。 

  

【コラム：サントリーホールディングス社長 新浪剛史氏】 

 

「学生に戻れるなら歴史を学びたい」 

むしろリベラルアーツ、特に歴史をもっと勉強しておけばよかったなと反省します。も

ともと高校時代から世界史・日本史に興味はあって、京都大学文学部へ行って歴史を学ぼ

うと思ったこともありました。 

ローマ人の物語や司馬遼太郎の「坂の上の雲」など、40 代を超えてから様々な歴史の本

を読みましたが、旧日本軍の敗因を分析している「失敗の本質」という本は経営書として

も良著です。なぜ大戦を起こしてしまったかを探るなかで、日本という国、日本人という

ものについても考えさせられる。グローバル時代だからこそ、リーダーは日本の歴史・文

化というものを知る必要がある。もっというと文化人類学ですね。 

日本人ってどんなものかがわからないと上に立てないし、一方で世界とのギャップをど

う超えるかという点でもそれぞれの国の歴史や文化を知って違いを認識することは重要で

す。海外から帰ってきたけど意外に使い物にならないなあと思う人は、「Who are we?」を

わかっていないことが往々にしてあります。 
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